
（別紙３）

〜 R8年３⽉２７⽇

（対象者数） 6 （回答者数）

〜 R8年３⽉２７⽇

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 園庭あそびだけではなく、状況により保育室での集団活動
経験ができるような取り組みを考えていく

2 引き続き落ち着いた環境の下、⼀⼈ひとりに合わせた丁寧
な関わりを重視していく

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
午前中に療育を終えてから受け⼊れをしてもらえるよう、
保育園や幼稚園に理解を得られるような信頼関係を築いて
いければと思う

2

3

同法⼈で、隣接している認定こども園太陽保育園の園児と関
わりを持つ機会が多くある

同年齢クラスの園児が園庭で遊んでいる時間帯に出ていき、
⼦どもの同⼠の交流が持てるようにしている

ほぼ１対１の対応で⼦どものその時の状況に応じて⽀援をし
ている

多機能型の事業所であるが、午前中に児童発達⽀援を⾏い、
放課後等デイサービスとは時間帯を分けている。就学前の後
半の時期は、就学を⾒据え放課後等デイサービスの時間帯に
意識的に混ぜて⼩学⽣と過ごす時間を作り、就学に向けての
期待が持てるようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育園や幼稚園への送迎を⾏っていない
児童発達⽀援と放課後等デイサービスの利⽤時間帯を分けて
いる（強みでもあり、弱みでもあると感じている

R8年３⽉１６⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R8年４⽉１０⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法⼈⾼柳福祉会 児童発達⽀援・放課後等デイサービス 陽だまり

○保護者評価実施期間 R8年３⽉１６⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


